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この本を出したことによって、変節だとか、

転換したとかといわれています。制裁の急先鋒

だったはずだろうということもいわれます。私

は、経済制裁というものを、積極的にやってく

ださいといった覚えはないのですが、いつの間

にか経済制裁をやれといっていた急先鋒の人

間が、交渉や対話に移行しろと、変節してしま

ったというふうにいわれている。私としては残

念なところがあるんですが。 
 
「拉致」の北方領土問題化を懸念 

 
２００２年の小泉総理の訪朝から約７年が

たとうとしております。けれども、拉致問題は

全く動きがなく閉塞状態です。このままいって

しまったら、北方領土問題化してしまうのでは

ないか。そういう懸念を持ちました。島であれ

ば地殻変動でもない限り物理的に残るわけで

すけれども、人間は、拉致された人たちは、自

然の摂理からいって、時間がたてば亡くなって

しまう。そういうふうになってはいけない。 
何とかこの窒息状態に風穴をあける糸口を

見出せないものかと、自分なりにいろいろ考え

て、そして制裁よりは――制裁も一つの手段で

すけれども――交渉、対話という方向に軸足を

移したらどうかという提言をさせていただこ

うと、決死の思いでこの本は書いたつもりです。 
しかし、５月２５日に北朝鮮が２回目の核実

験をやったということで、私としては一つの提

言をさせていただいた矢先に冷水を浴びせら

れたというような気がしまして、本当に困った

国だなと思いました。 
逆にいうと、なぜもっと早く日本政府は手を

打ってくれなかったのか、ということになると

思います。結果として強硬論が出てくるのは当

然のことと私は理解しております。政府、マス

コミの皆さん、それから国民世論が制裁一辺倒

ということになってしまいまして、私の提言な

ど、どこかへ吹っ飛んでしまったような、そう

いう状況になっているわけです。 
北は核実験をやってけしからん、という強硬

対応一色で、自民党の中には核保有などという

勇ましいことをいう方もいらっしゃる。そうい

う言葉が飛び交ってしまう。厳しいことをいえ

ば受けはいいわけでして、いまこれを一つの政

権浮揚策に使おうなどという考えがあるのだ

としたら、これは言語道断だと思います。 
日本は唯一の被爆国ですから、当然、非核三

原則というものを守って、核の平和利用に徹し

て、核保有国の核廃絶を先頭に立って目指して

いかなければならない国だと私は思っており

ます。 
 
制裁、強硬論でかすむ「拉致」 
 
マスコミの皆さんの報道をみる限りでの印

象を申しあげますと、北朝鮮絡みの話というの

は大体そうなのですが、非常に興味本位的なと

ころがあります。世論も７割、８割が強行に打

って出るべきだということですが、ただ、強行

に出た場合に効果があると考える方が５０％

ぐらいというような世論調査をみた覚えもあ

ります。制裁の強さというか、その度合いのみ

に焦点を当てたような報道。いかに強く制裁す

べきかというところに注目して書かれている

新聞やテレビ報道が多い。 
国連でも、日米が共同して非常に強い態度で

出ているし、義務になるかどうかとか、あるい

は船舶検査に至るとか、要するにどこまで厳し

くなるかというようなところに目を置いた、そ

ういう報道であったのは非常に残念でありま

す。そういう傾向はやはり、北はけしからん国

だということで国民感情を刺激して、被害者感

情をあおるということにつながっていくので

はないか。そこには、やはり拉致問題というも

のが根源にあるのだ、ということをもっと理解

していただきたいと思います。 
日本政府の独自制裁というものが行われま

したけれども、時間的にも、あるいは外交政策

的にも、拉致問題の解決という観点からいえば、

それが遠のいてしまったというのは事実だと

思います。非常に残念です。独自制裁をして、

そして、なぜか拉致問題は後づけされているよ
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うな感じがするのです。核、ミサイルで制裁を

強化して、いわば便乗的に、拉致問題も誠意が

ないから、北朝鮮に制裁を加える、というよう

なやり方がなされているような気がしてなり

ません。 
先日の報道で、制裁によって、在日コリアン

の方々に大きな影響が出ているというような

話もありました。いろいろなお立場の方がいら

っしゃる。しかし、人道的な面からいって、在

日コリアンの方が影響を受けているというこ

とが事実であれば、立場はいろいろあるでしょ

うけれども、そういう議論も必要なのではない

でしょうか。 
この鎖国状態の北朝鮮の情報というものは、

ほとんど入らない中、在日コリアンの方という

のは、非常に失礼な言い方ですが、有効な情報

源として、何とか拉致問題や核問題の解決に協

力してくださるように促すことができるので

はないか。そういう可能性を模索してもいいの

ではないか、と私は思っております。 
一方、国連の安保理決議ですけれども、結局、

すべての要項が義務化から要請という形に変

わったわけです。果して制裁をすることによっ

て、核を放棄させられるのか。どういうビジョ

ンで、どういうプロセスで、どういうシナリオ

で、あるいはどういうメカニズムで制裁を加え

れば、北朝鮮は態度を変えるのか。こうしたこ

とがきちんと考えられたうえでやられている

のだろうか。 
昔から、拉致問題に関しても、私は、制裁を

したら必ず被害者を救出できるようなメカニ

ズムがあって、それを立証する形で制裁をして

ください、といい続けてきたつもりです。安保

理にもそういう考え方があったのかどうか、と

いうことが一つ考えるところであります。 
安保理は、日本も含めてですが、どこまで腹

をくくっているのか。厳しい制裁決議をして、

１８７４号という安保理決議を出して、どこま

で腹をくくったのか。つまり、北朝鮮の暴発、

破れかぶれになってしまう可能性。それから、

６者協議というメカニズムが完全に崩壊して

しまう、そういうところまでちゃんと腹をくく

って今回の決議をしたのかどうか。こいうとこ

ろも当事者に聞いてみたいというのが正直な

ところです。 
何がいいたいかといいますと、制裁も必要で

すが、やはりこういう状況であるからこそ、私

はコミュニケーション、それからネゴシエーシ

ョン、そういうものがぜひ必要じゃないかとい

うふうに考えるわけです。制裁を決議したら、

途端に北朝鮮が核開発を中止するわけではな

いと、中国の外相がいっておりましたが、全く

そのとおりではないかと思っております。 
 
北のねらいは米国との平和条約か 

 
一方、北朝鮮は何をねらっているのかと、自

分なりに考えてみました。やはり、これは米朝

協議だと思います。そして、アメリカと国交を

樹立して平和条約を結ぶ。以前のような、核廃

棄という見返りは求めていないのかもしれな

い。あくまでアメリカとの平和条約を結ぶとい

うことを念頭に置いている。 
そして、金正日の健康不安説や、２０１２年

の金日成生誕１００年に強盛大国の門を開く

という、それに向けて相当焦りがあるのではな

いか。２０１２年へ向けての地固め、そういう

意味でミサイルを発射し、核実験を行っている

のではないだろうか。 
いま世襲の問題が出ておりますが、三男でも

次男でも長男でも、別に興味はないのですが、

結局、三代目ともなると、金日成氏のカリスマ

性というのは全くなくなってしまうと思うの

です。金正日総書記も、お父さんのカリスマ性

に依存して、いままで独裁政治をやってきたと

私は思っています。しかし、三代目ともなれば、

もうカリスマ性はどこかへ薄れてしまう。では、

どうやって権力構造を保っていくのか。国威発

揚のために、ミサイルを撃ち核実験をやって権

力構造を再構築しようとしているのではない

か、というような気がします。 
三男の正雲氏の報道については、どこの学校

へ行ったとか、何が趣味だとか、どんな人間だ

とか。そういうような、週刊誌がよくやるロイ
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ヤルファミリーの報道に近いようなことがさ

れている。だれでもいいじゃないか、どうせ三

代目は、私は象徴でしかないと思っていますの

で、陰で実権者が、実力を握る人間がいると思

うのです。 
いま権力構造というのはどういうふうにな

っているのか。権力は軍が持っているのか。党

が持っているのか。あるいは強硬派が持ってい

るのか。柔軟派が持っているとはとても思えま

せんが、軍の強硬派が権力を持っているとした

ら、これは“死なばもろとも”ということが、

１００％ないとはいえないと思うのです。そう

いう権力構造というのは、１９４０年代の我が

国の構造に近似しているのではないか思いま

す。私は、そういう歴史的な教訓をくみ取るこ

とも重要なファクターではないかと思い、北朝

鮮の今後の権力構造というものに一抹の不安

を覚えています。 
 
オバマ大統領は何を考えているのか 

 
一番わからないのが、アメリカがいま何を考

えているのかです。オバマ大統領は何を考えて

いるのかということなんです。国内の経済政策

等で忙殺されて、北朝鮮、あるいは北東アジア

問題へのプライオリティーというのは非常に

低い。これは事実だと思います。オバマ大統領

は一体どうしたいのか。アメリカはどうしたい

のか。これがひとつわからない。経済制裁をや

っても、中国頼み、中国依存、結局、中国が本

気でやるかどうかになってしまう。 
中国へ米国の経済関係の高官が行って、制裁

の話をしなかったというような報道もありま

したけれども、けさの報道によれば、米韓首脳

会談で核の傘というものの確認がなされたと

いうことであります。 
６月末には、韓国大統領が日本に来られて、

やはり日米韓の連携というものを強く確認さ

れるのだと思います。つまり、これは北の核に

対しては、アメリカの核の傘で対応するという

ことだと思います。 
すなわち、北へ挑戦状を投げつけたといって

も過言ではない。アメリカはそうやって北朝鮮

とチキンレースをやっていくのか。どこまでや

るのか、というふうな疑問というか、そういう

感情を持っていたのです。ところが、きょうの

新聞では、オバマ大統領は北へのメッセージと

して「核放棄と平和共存は平和的な交渉を通じ

てのみ可能だ。このような機会は北朝鮮の前に

開かれている」というようなことを話したそう

です。 
これが私にはよくわからないのです。平和的

な交渉を通じて可能であれば、やればいいと思

うのです。平和的な交渉ができないから制裁を

やっているのであって、制裁というものは、平

和的な解決の領域を超えたものだと思うので

す。その辺、オバマ大統領は何を考えておられ

るのか、よくわからないのです。 
オバマさんが軸足をシフトして、交渉のほう

に臨んだ場合に、アメリカは北朝鮮を核保有国

として認めるのでしょうか。そこには、アメリ

カの大変なジレンマがあると思います。対話を

して、非核化させたい。一方、北朝鮮は、対話

をするなら、同等な保有国同士の対話をしよう

といってくるでしょう。アメリカはどうやって

非核化を実現していくのか。 
これは結局、ＮＰＴという核不拡散条約がも

ともと有している、不平等性という欠陥に基づ

くものだと思います。アメリカは、インドと結

んだ原子力協力法の二の舞をやってしまうの

か。つまり、ＮＰＴのダブルスタンダードをま

た実現してしまうのか。その辺、アメリカの態

度がよくみえない。 
一方では核の傘といって、一方では平和的な

交渉といって、一体どうしたいのかが全くみえ

ない。早く日本政府も「オバマ大統領、アメリ

カはどうしたいんですか」と確認すべきだと思

います。チキンレースをやるんですか、対話を

やるんですか、というのをはっきりさせてもら

いたいと思います。残念ながら、日本単独では

何もできないというのが現状ですから、こうい

うときこそ麻生さんにはアメリカに飛んでも

らいたいという気がするんですけれども。 
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核と拉致は別問題 

 
拉致問題、今後どうなっていってしまうのだ

ろうか。非常に不安です。核問題、ミサイル問

題と包括的な解決をするんだ、ということを日

本政府はいっています。しかし、私には、都合

のいい言葉でごまかしているとしか思えない

のです。核が解決したからといって、自動的に

拉致問題が解決するわけではありません。これ

はあり得ないと思います。 
ですから私は、核と拉致は別問題だと思って

おります。拉致への対策、拉致問題に関する戦

略というものがきちんとなければ、軽々に包括

的解決とかいってほしくないのです。核問題が

うまくおさまれば、何となく拉致問題も解決し

てしまうというような雰囲気を、家族や関係者

に与えてしまうのは、これは酷な話だというふ

うに私は思います。 
北朝鮮は、もう６者協議には二度と戻らない

といっています。復帰はそう簡単なものではな

く、時間もかかる可能性があると思います。私

個人としては、やはり６者協議を再開して、核

廃棄というものを目指すというのが理想だと

思っておりますし、その枠内で日朝間の拉致問

題にも取り組んでいくというのが最良の策だ

とは思うのです。が、現実がどうなるかわかり

ません。 
米朝がもし国交を樹立して平和条約を結ん

だ場合、日本はどういう対応をしていくのか。

非常に難しくなってくると思います。唯一の合

意事項である日朝の平壌宣言、これを楯に交渉

したらどうかという方もいます。私もそれが唯

一の方法だと思います。 
  
「平壌宣言」履行での日本のジレンマ 

 
ただ、私、この本にも書きましたが、日朝平

壌宣言の履行に当たっては、日本政府がどうし

ても克服しなければならないジレンマという

のがあるのです。「平壌宣言にのっとり」とい

った途端に、８人は死亡ということになってし

まうのです。８人死亡といわれて、当時の小泉

総理が日朝平壌宣言にサインしたわけですか

ら、日本側が８人死亡を受け入れたうえでの宣

言だというふうに北朝鮮は考えていると思い

ます。 
平壌宣言にのっとり、かつ死んだといわれた

８人をどうやって取り返すか。そう簡単な話で

はないと思いますが、そのジレンマをどうやっ

て克服していくのかが大きな課題だと思いま

す。 
北朝鮮はとにかく日本からお金を取りたく

てしようがないというふうに思っております。

ですが、お金はやりようによってはアメにもム

チにもなると思います。そのお金をうまく使っ

てしたたかに交渉していただきたい、と思いま

す。本にもそういうふうに書きました。が、い

まの政府、政治家は、総選挙も近いということ

があって、下手に手を出したらたたかれると考

え、外務省も動かない。動いて成果がなければ

バッシングを受けてしまう。北朝鮮と交渉を持

った場合には、拉致被害者全員を連れて帰って

こない限りバッシングを受けてしまう。そして、

結局、制裁だ。制裁、制裁と――。これは私は、

一種の思考停止だと思っています。 
田原総一朗氏が先週ですか、朝日新聞に寄稿

されておりました。同じようなことをおっしゃ

っておりました。田原氏の提言の趣旨には共感

するものがありますけれども、果たして日本政

府は、田原さんがおっしゃるようなことをでき

るのかどうか。いま麻生政権がやっていること

は、全く逆のことではないのか。北朝鮮との交

渉の窓口さえない。水面下のパイプもないとい

うような状況で、麻生さんが訪朝して直談判せ

よという田原さんの提案はちょっと現実性に

乏しい話だと思います。こう、ころころ首相が

変わる日本の政権に対して、北朝鮮側は信頼感

を持って交渉するかといったら、それはノーだ

と思います。 
  
まず９・１７の検証をしてほしい 

 
２００２年の９月１７日以前は、日本は北朝
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鮮に対して無関心であり、無頓着であり、ある

いは無視して、アンタッチャブルな国だったは

ずです。しかし、９・１７以降、一斉に北朝鮮

批判が始まりました。それも田原さんが書いて

おられましたが、なぜ９・１７でああいうこと

になってしまったのか。 
田原さんはこう書いています。「小泉訪朝団

の意図も全く逆目に出てしまった。日本国民の

北朝鮮への悪感情は極限に達してしまった。こ

れで日本側もすっかり自信を失った。北朝鮮側

は日本国民にどう対応していいかわからなく

なってしまった」。 
私も本で書きましたけれども、あの９・１７、

私にいわせれば謀略なのです。そんな古い話を

してどうする、とおっしゃる方がいるかもしれ

ませんが、まずそこを検証しておかないといけ

ないと私は思っています。この問題が膠着して

いる一番の原因はそこにあると思いますので、

私は前から検証してくれ、というふうにお願い

しているのです。が、だれもやろうともしない。

自分でやるには限界があります。 
９・１７で何があったかといえば、我々は飯

倉公館に隔離されて、何の証拠もないまま、５

人生存、８人死亡という宣告を受けたわけです。

８人死亡という宣告は、宣告を受ければ、その

家族は信じると考えたのだろうか。あまりにも

稚拙なシナリオだなと思っていたのです。まあ、

北朝鮮でなら通用するシナリオだと思うので

すが。 
最近になってこんなふうに考えました。どう

も日本側も、終戦後の戦死の通知、紙一枚で済

まされた不幸な方がたくさんいらっしゃると

思うのですが、その程度の認識で８人を死亡と

いうことにしてしまったのではないか。そこで、

我々家族とも、北朝鮮とも日本政府は大きく距

離感ができてしまった。 
あの日でいわゆる拉致問題を終わりにしよ

うとしたわけですけれども、拉致を認めれば国

交正常化をする、そういう約束が多分あったの

だと思います。私がいま一番知りたいのは、そ

のときに、死亡者がいるよという事実というか、

そういう情報が前もって日朝間で話が出てい

たのかどうか。私は当時の田中局長にそれを聞

いてみたいのです。 
９・１７の当日に突然、８人死んだといわれ

たとしたにしては、それにしては段取りがいい

のです。飯倉公館に呼んで、１家族ずつ何の根

拠もなく「死亡」と告げて、非常に段取りがよ

かったので、私はきっと、前もって死亡者がい

るぞというような情報が、北朝鮮側から日本の

代表団にもたらされていたのではないかと思

う。代表団というか、田中さん一派にもたらさ

れていたのではないか。その辺を私は聞いてみ

たいのです。 
 
拉致被害者の人権を無視した外交 

 
国交正常化を急ぐあまりに、拉致被害者の人

格、人権、尊厳というものを全く無視した非情

なやり方が、あの日行われたわけです。５人は

生きているけれども、北朝鮮がいいからといっ

ているので、会いたければ家族は平壌へ行け。

８人は残念ながら死んだから、葬式を出してあ

きらめてくれ。２人はどうも北朝鮮には関係な

いらしい。これで、拉致問題は終わった。国交

正常化の話に入っていこうということだった

と思うのですが、皆さんにその検証をしていた

だきたいのです。 
外務省は、あれは単なる伝聞情報で、確認は

できていないといったのです。８人死亡という

のは。５人生存についてもそうです。なぜか平

壌から外務省に伝わっていた伝聞にすぎない

情報が、飯倉公館に私たちが集められた途端に

確定情報に変わってしまう。では、だれが伝聞

情報を確定情報に変えてしまったのか。 
マスコミも何の裏も取らずに、号外まで出し

て「８人死亡」と伝えた。これは非常にあくど

いやり方です。だれが確定情報に変えたのかと

いうのは、いまだに闇の中なのです。外務省は

「伝聞情報」、官邸は「確定情報」。後で小泉さ

んに直接聞いたら「あれは伝聞情報だ」といっ

ています。 
では、だれが主導して、飯倉公館でマスコミ

から隔離された家族を、説得というか、納得と
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いうか、あきらめさせようとしたのか。それが

だれなのか。首謀者はだれだ、というのを、私

はいま一番知りたい。 
あの８人の亡くなったという情報も単なる

伝聞情報で、何の根拠もないというのは、実は

家族がただしたから出てきた話なのです。あそ

こで家族がもし黙っていたならば、拉致問題は

終わってしまって、国交正常化が成立して、私

たちはいまごろ平壌もうでをしていた可能性

があるのです。やはりこれは歴史的な謀略の日

だと思いますので、徹底検証が必要だと思いま

す。 
そこで、確定情報でもなく証拠もないのに死

亡とされた、けしからん、という感情が日本じ

ゅうを覆い尽くしてしまった。そして、田原さ

んがいうように、北は悪だという感情が蔓延し

てしまう。北朝鮮にすれば、拉致を認めて謝罪

すれば、国交正常化に行き着くと日本側は約束

したのに、約束は破られたということで、そこ

でボタンのかけ違いが出てしまった。 
そこを何とか矯正すればいいものを、皆さん

ご存じのとおり、また次の手に出たのです。今

度は生きている５人を使う。小泉さんが９月

17 日に訪朝して、５人生きているといわれた

ら、じゃ、すぐ連れて帰るといわなければいけ

ないと思うのです。それなのに拉致被害者であ

る人間をまた利用したのです。お互いの国益の

ために彼らを利用したのです。 
彼らは、帰ってきたのではないのです。５人

は、来日したのです。一時帰国という、我々に

とってはあり得ないシチュエーションで、彼ら

は日本に来たわけです。何をしに来たかといえ

ば、まず自分たちは元気で、親に迷惑をかけた

ということを謝罪して、親孝行を少しでもして

こいということが一つ。それから、今後は、親

や兄弟や友達に北朝鮮に来ることを促してこ

い、と。そういう任務を背負わされて帰ってき

たわけです。 
さらに、横田さん一家も、何とか北朝鮮に来

るように差し向けてこい。そういう任務を負わ

されて日本に来たわけです。そういう一時帰国

を、日本と北朝鮮が約束してしまう。そこには

拉致された人への人権上の配慮とか、その人の

人格とか、全く日本政府の頭の中にはないので

す。 
私たちははっきりいわれました。「今回はお

子さんたちは来ませんけれども、最長で２週間

程度の滞在で戻ってもらいます。次回は、子ど

もたちを全員連れて帰ってくる約束になって

います。北朝鮮とそういう約束をしてありま

す」ということでした。 
 
「戻ってはだめだ、二度と帰れないぞ」 
 
弟は、日本に来るときには、羽田に着いたら

裏口からこっそりと出て、実家に帰るものだと

思っていたといっていました。ところが、異常

ともいえる過熱報道、結果的にはあれが非常に

助けになったのですけれども、羽田で大勢の取

材陣の方々が、生中継も含めて報道してくださ

った。これは弟たちにとっては相当見当違いの

ことだったのです。 
彼らは、羽田で２４年ぶりの再会を果たしま

したが、一切涙を流しませんでした。こちらは

泣いているのに、彼らは全く涙を流さない。な

ぜか。涙というのは、過去を否定すること、あ

るいは過去がつらかったということを表現す

る手段なのです。ですから、それをやってはい

けないのです。過去を否定してはいけないので

す。ですから、彼らは涙一つ流しませんでした。 
そして、北を礼賛し、日帝、米帝といって、

まるで北朝鮮人のような言動をとるので、私は

もうあきれてしまった。東京で二泊したホテル

で、あの時は私と弟の間というのは最も険悪な

時期でした。たずねてきてくださるだれもがま

るで腫れ物にさわるように、「久しぶりだな」

と。だれひとりとして「戻るな」という人はい

ませんでした。私ぐらいです。「戻ってはだめ

だ」「二度と帰れないぞ」といっていたのは。 
ホテルでけんかもしました。「なぜおまえは

北朝鮮のことを褒めているんだ。おまえは被害

者だぞ」。すると彼は「おれは許した」という

んです。拉致は許した、と。北朝鮮の使節団だ

と思いました。私とけんかをして、母親を泣か
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したときには非常にろうばいしました。これは、

北朝鮮の指示に反する、と。親を泣かすのは。

何とかその場を取りつくろっていました。 
あのとき、非常に残念だったのは、政府も家

族会も救う会も、だれもがとめてくれなかった。

一時帰国だから、また戻るんだ、と。とめたの

は、私を中心とした家族だけです。非常に厳し

い状況でしたし、つらかったし、どうしていい

かわからなくなった。極限状態まで弟と張り合

った、というのが正直なところです。 
ほかの家族の方や、救う会の方々は、拉致被

害者というよりも、要するに、北から来た情報

源というような形で彼らをみていた。そうした

立場で、彼らに接していたというのが本当のと

ころで、だれもが一時帰国という前提を当然の

ごとくとらえていた。いま、考えてみても非常

に残念です。 
 
止めたのは中山さん、安倍さんではない 
 
よく安倍さんと中山さんが必死にとめたと

いう話がありますけれども、あれはうそです。

とめたのは家族です。私です。必死でした。皆

さまが過剰に報道してくださったので、おまえ

はもう拉致被害者だということで世界じゅう

に顔が知れ渡った。当然、北朝鮮にも伝わって

いるぞ。拉致被害者・蓮池薫、そういうことが

認識されたら、もう北朝鮮ではいままでのよう

な生活はできない、というような脅しも何回も

かけましたし、子どもたちもいままでのように

生活できないぞ、と。 
そして、当時のケリー国務次官補が、ウラン

濃縮疑惑という話を持ち出してくれたので、北

朝鮮は核問題で揺れている。もう拉致どころじ

ゃないぞ、と。だから、おまえら帰っても冷た

くあしらわれるだけだ、というふうなことを、

何度も何度も口酸っぱく彼を説得するために

いいました。そして、ようやく彼は決断してく

れたのです。 
そして、「本人が戻るのが嫌だといっており

ます」と政府に伝えましたら、政府が、滞在延

長というステートメントを出してくれたので

す。それを出してくれなければ、いくら弟たち

が戻りたくないと思っていても、戻らざるを得

なかったと思います。一時帰国が日朝間の約束

ですから。その結果、日本にとどまることにな

り、日朝間の約束を破ったということになるわ

けです。 
これで、ボタンのかけ違いが２段ぐらいにな

ってしまった。非常に拉致被害者の人権という

ものがないがしろにされている。生きていると

いうふうにわかったならば、強制的に連れて帰

るか、あるいは現地に、監視する日本の外交員

をつけるとか、そういう処置をしてしかるべき

であるのに、なぜか一時帰国というような摩訶

不思議な約束をしてしまう。 
当時、日本政府がいっていたのは、本人の意

志がどうのこうのでした。本人の意志がどうの

こうのなんて、あの国で２４年間も拉致されて

生活していて、意志があるわけがないのです。

弟らが好む好まざるとにかかわらず、一たん日

本に原状復帰、原状回復させて、それでもこの

人たちが北朝鮮がいいというのであれば、これ

はもうしようがないということになると思い

ます。そこを「本人の自覚を尊重して」という

ような発言が聞かれたのも、非常に残念なこと

でありました。 
あのとき、結局、約束破りをしたわけですが、

日本政府はそんな約束などないといい張った

のです。北朝鮮と約束しておいて、日本国内向

けには、約束はない。これでは、とても外交な

どやれないと思います。 
というわけで、また日朝間の信頼関係という

のか、そういうものがもろくも崩れ去ったわけ

です。あのとき、５人を戻しておいたらよかっ

たという方がいました。政治家の方にもいまし

た。そうしていたらどうなったか。まあ、日朝

関係は進んだかもしれませんが、弟たちは二度

と日本の地を踏むことはなかったと思います。

そして、私たちが、寺越友枝さんのように、年

に何回か平壌にいる弟のもとを訪ねていたと

いうことになったんだと思います。 
この本では都合４回の政治決着の失敗とい

うことを書きました。そういうことで日本とい
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う国は、北朝鮮に全く相手にされなくなってし

まった。対話の糸口さえ見出せない。 
北朝鮮というのは、弟にいわせると、国連な

ど全く相手にしていない。日本は金を持って北

朝鮮に謝りに来る、と思っているというのです

ね。そういう日本から来たのは、お金じゃなく

て制裁だった。これではうまくいくわけがない。 
制裁も、くどいようですが、一つの手段だと

は思います。が、ちょっと北の視点というもの

を加味して、金賢姫元死刑囚がいっていたよう

に「北のプライドを考慮して」、彼らにとって

プラスになるようなことを日本側から提起し

てみたらどうか。これが私の一番いいたいとこ

ろであります。 
もう一つは、この拉致の問題というものを北

朝鮮打倒という目的にすりかえるな、というこ

とです。日本政府には、したたかな、北朝鮮を

上回るような、凌駕するような外交を望みます。

そういう力のある外交官や政治家の出現を願

うばかりです。というのは、いま、だれもいな

いからです。とすると、あと何年かかるんでし

ょうか。 
ただ北朝鮮を締めあげていればいいのか。そ

れで問題解決するのか。私は疑問に思います。

そして、こういう状態が、この閉塞、膠着状態

が継続してしまうのではないかということを

いま一番憂慮しているところです。 
  

質疑応答 

 
菅沼堅吾企画委員（司会・東京新聞） どう

もありがとうございました。９・１７に何があ

ったのか。我々メディアの側の人間にもいま、

重い宿題が与えられたような気がします。本の

中では、拉致問題が何年たってもなぜ解決しな

いのか、それを検証する番組をつくってほしい

という問題提起をされています。いま、お話を

いったん時間で切っていただいたので、まだい

いたいことはたくさんあると思うんですが、い

まのお話をベースにしながら、直接、触れなか

った点でも結構ですが、質問をしてください。 

質問 我々、いま日本という国がルートを持

っていないということなんですけれども、在日

コリアンの方々で実際に情報を持った方が存

在するのか。その方たちと情報交換ができて、

何かルートを持てることができるのか。そうい

う希望を蓮池さんはお持ちになっていらっし

ゃるのかどうか。 
 
蓮池 私もよくわかりません。在日の方々は、

やはり情報をお持ちだと思いますし、極秘裏に、

そういう方と接点を持って、何とか交渉ルート

を探るのも一つの選択肢であると期待してい

ます。 
 
質問 先ほど、一時帰国で、帰るのをとめた

というのは、安倍さんや、中山さんのおかげで

はなくて、蓮池さんが主張した結果だというふ

うにおっしゃったんですが、事実として、安倍

さんは、それで男をあげて首相に若くしてなり

まして、中山さんも女をあげて議員さんになっ

ちゃったですね。どうしてこういうミスアンダ

ースタンディングが起こっちゃったんでしょ

うか。 
蓮池 それは、ご本人がそう主張されたんじ

ゃないでしょうか。それと、それをメディアの

方が取りあげて報道されたがために、そういう

美談ができあがってしまったんじゃないかと

思います。 
本人が意思表示してからは、とどめ置くべき

だと、そういうことをおっしゃってくださった

のは事実です。けれども、「一時帰国ですよ」

とおっしゃったのは中山さんですから、当然、

帰りのチャーター便とか、そういうものをお考

えになっていたはずですし、安倍さんも同様だ

というふうに思います。 
 
質問 金賢姫さんも何か北鮮の顔を立てる

ようなことをしないとうまくいかないのでは

ないかという趣旨のことを言いましたが、実際、

とういうことをしたらよいと考えるか。それか

ら横田さんご夫妻ですが、お孫さんの話があっ

たときに、やっぱり向うへおいでになったほう



 

9 
 

がよかったんじゃないかという気がするんで

すけれどもね。その点、どうお考えになります

か。 
 

蓮池 去年の８月の合意にもあったと思う

んですが、日本は制裁のレベルをワンランク下

げるから、あなた方は調査委員会を立ち上げな

さい、と。それやりましょう、と。そういう取

引といいますか、それは合意したわけです。行

動対行動でやりましょう、と。そういう取引と

いいますか、それは合意したわけです。私は、

いい方向に動くんじゃないかというふうに思

っていたんですが、あれもなぜか、福田さんが

政権をほうり出してからいままでうまくいっ

てない。しかし、その行動対行動の原則という

のが、斎木審議官が日本に帰ってきてから、ど

んどんトーンダウンしていったんです。制裁を

ワンランク下げるのと、調査委員会立ち上げだ

けじゃだめだ。成果が出るまで制裁解除しない

とか。一切制裁は解除しないとか。そういうい

ろんな議論が出て、結局だめになったわけです。 
けれども、やはり彼らが一番欲しがっている

のはお金ですから、過去の清算という形でそれ

を具体化してみせるとか。日本はこれだけの用

意があるということを彼らに示して、あなた方

がこれをやってくれたら一緒にこれもやりま

すよ、というふうなことをやったらいいのでは

ないか。日本も、ちゃんとあなた方のことを考

えているから、あなた方も我々のことを考えて

くれという形に持っていくべきではないでし

ょうか。 
横田さんの件につきましては、「余計なこと

をいうな。口出しするな」と、よくしかられる

んですが、個人的にはやはり横田さんはお孫さ

んにお会いに行かれるほうがいいんじゃない

かと思います。行ったら終わりだというのは、

ちょっとよくわからない。籠絡されるとか、都

合の悪いことをたくさんいわれるとか、という

ことだと思うんですが、そういうのはすべて聞

き流せばいい話です。要するに、目的はお孫さ

んに会うことであって、めぐみさんのことはそ

のときはちょっと置いておく。 

めぐみさんの情報についてもいろいろ出て

くるでしょう。お孫さんを利用して、めぐみさ

んの情報をいろいろ流して、彼らはいろいろ画

策してくると思います。が、それでだまされる

ようなご夫妻じゃないと、私は思っております。

ぜひ、お孫さんに会えるように、これは日本政

府が努力しないと実現しない話ですので、日本

政府にしっかりやっていただけたらというふ

うに思っております。 
 
司会 この本の中では、弟さんのことを非常

に日朝を複眼的にみることができる、本当に希

有な人間の一人だというふうに書かれていま

す。いまのこの拉致問題の状況、また北朝鮮の

ミサイルとか核開発、この辺についても、弟さ

んがいろんな話をされたりしていることがあ

るんですか。 
 
蓮池 話をしています――しているものと

してないものがありますけれども。 
 
司会 どんな感じでみていらっしゃるんで

すか。 
 
蓮池 まあ、核実験、ミサイル等については

半ばあきれ顔で、ニュースに接しています。 
 
司会 拉致問題が進展しないというこの状

況については……。 
 
蓮池 うーん、それは彼も忸怩たる思いがあ

ると思いますので、何とか早くしないと、とい

う思いは強いというふうに思います。 
 
司会 いまご一家のほうの近況というのは、

誤解されている部分もあると、この本の中では

書かれていますけれども。 
 
蓮池 その誤解というものに関して、弟は相

当辟易しています。もう国から援助を受けるの
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は嫌だというぐらいのところまでいっていま

す。援助を受けるといっても、はっきり申しあ

げますと、一家４人で月額３０万円が５年間と

いうことなんです。けれども、彼の場合働いて

いて、翻訳とかをしておりますので、その３０

万円から減額されるわけですね。働いた分、減

額されるんです。ですから３０万円はもらって

ないと思います。 
それにもかかわらず、何から何まで国が面倒

をみてくれているんだ、というふうな誤解、そ

れから風評みたいなものがあります。それを弟

は本当に疲れたというぐらいに感じていまし

て、とにかく、人が集まるところには行きたく

ないということまでいい出しています。つまり、

観光地とかそういうところには行きたくない。

行くと、また何かいわれるので、と。 
その支援法というのは議員立法でできた法

律です。拉致被害者は日本で暮らすと宣言して

から５年で自立しなさい。その間支援金を出す

から、５年間で自立しなさいという、非常に冷

たい法律なんですね。それも、おかしな話です。

来年、その５年目を迎えるわけです。延長する

のかどうするのかというようなことが、いま与

党の間では話になっているようです。けれども、

そういうことよりも、もうちょっと根本的に対

策を考えていただきたいなというふうに思っ

ております。 
どういうことかというと、これから帰ってく

る方はもう５０以上、６０歳に達する方もいら

っしゃいますでしょう。もし帰ってきたときに、

身寄りがあればいいですけれども、全く身寄り

がないというのであれば、着の身着のまま帰っ

てきて、身寄りがない、生活できませんね。じ

ゃ、もう帰らなくていいということになる。あ

るいは、日本に来たら介護しなきゃいけない両

親が残っていたということになったら、これま

た不幸な話です。やはり被害者は帰ってきたら、

日本での生活は一生保障しますぐらいなこと

をいってもいいんじゃないでしょうか。いろん

な被害者の方がいて、いろいろな問題もあるん

でしょうが、それぐらいのことをいってあげな

いと、被害者もなかなか帰ってきづらいんじゃ

ないかというふうに、私は個人的には思ってい

ます。 
来年、支援法が５年で切れるという段階で、

どういう判断が下されるかというのはよくわ

かりませんけれども、弟は、先ほどいったよう

な誤解を受けるので、ちょっと考えてみたいと

いうようなことをいっています。また、最近、

彼が強くいっているのは、「北朝鮮に、補償し

ろと強くいいたい」ということです。「２４年

間を補償しろと強くいいたい」といっておりま

す。 
 

質問 ご本も拝見しました。きょうの話をう

かがって、交渉、対話という方向への転換に希

望をかけたいと思います。私には在日コリアン

の友人もかなりいます。北系、南系、昔でいう

と総連系、民団系とか、そういうふうに分かれ

ますけれども、恐らく、国交正常化という方向

が、交渉、対話ということで解決していけると

すれば、そして国交正常化にたどり着けば、民

間人の交流ということも当然考えられますよ

ね。 
それで、いま在日コリアンをみていますと、

それこそ北の旧総連系の人でも、金正日になっ

てからはもうつくづく嫌になってきていて、い

わゆる帰化する者もいます。それでも、将来、

正常化という状況になったら、やはり自分の祖

国のことは気になるし、行きたいという気持ち

もあるんですよね。 
そういうときには、弟さんは、あるいはお子

さんたちも、幼いとき育っているわけですけれ

ども、国交正常化ができて民間交流できるよう

になったらば、やっぱり行ったり来たりしたい

という気持ちになるんでしょうか。そこのとこ

ろを少しお聞かせいただければ、先の問題が少

しみえるというか、あるいは語る余地も生まれ

るのかなという気がするんですが、いかがでし

ょうか。 
 
蓮池 国家犯罪に遭った被害者ということ

で、微妙な立場にあるとは思いますが、少なく

とも弟たちの子ども、私のおいっこ、めいっこ

に関しては、北朝鮮にたくさんの友達を残して、
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突然蒸発したような形で来たわけです。当然、

国交正常化というものがなれば、２人は友達に

会いに行くでしょうし、また友達を招いたりも

すると思います。 
弟には聞いたことはありませんが、弟も拉致

された身であれとはいえ、向こうでいろんな人

間関係というものがあったんでしょうから、そ

れは身の安全が確保されるという前提であれ

ば、行き来するということはあるとは思います。

これはあくまで私の想像ですが。彼の子どもた

ちは、日朝のかけ橋になりたいといっています

ので、必ずや行き来はすると思います。 
 

司会 最後に一つ、メディアとの関係、取材

の話でうかがいます。帰国して以来、何となく

メディアと拉致被害者の関係の取材が、ある意

味で自己規制なり、いろんな申し合わせとかあ

って、なかなか直接いろんなお話を聞く場面が

いままでなかったような気もするんですね。そ

ういう意味では情報の出かたが、過剰報道があ

った後、逆に全くなくなってしまって、関心が

弱まってしまっているということもあると思

うんですね。その辺の、これから弟さんも含め

て、メディアとの関係、取材対応といいますか、

どんなふうになれば一番望ましいというふう

にお考えなのか。 
 
蓮池 そもそも、彼らが帰ってくるときと、

それから子どもたちが帰ってくるときに、新聞

協会さんと民放連さんと雑誌協会さんに、取材

しないでくださいというお願いではなくて、節

度のある取材をお願いしたいということを申

しあげたのです。そうしましたら、非常に紳士

的にそれを受け入れてくださいまして、メディ

アスクラムみたいにならないような形で、当面、

取材は控えようというような形で、メディアの

方々にご協力いただいています。 
事が進展しないせいもあるんですが、いまま

でそれで来てしまっているんで、私としては、

こういう自由な取材ができないというのは、本

当に異常な状態だというふうに思っています。

中には、規制されているんだというふうに思わ

れている方がいらっしゃるのですが、決して取

材の規制ではなくて、メディア側の方々が自主

的に、ちょっと抑えてくれているんだと、私は

そういう認識でおります。 
ある方にいったことがあるんですけれども、

もうそろそろ自主規制というか、自主的に取材

を控えるのはやめますというふうに宣言して

いただければ、私たちがお願いした文書という

のは、ここで効力はなくなると思います。もう

メディアスクラムのようなことは起きないし、

静かな取材ができる、これは確実にできるとい

うふうに宣言してくださって、だから、取材さ

せろというオファーを出していただければと

いうふうに、私は思うんです。 
ですから、我々がやめてくれとか、メディア

側のほうが自主規制しているとかいうのはち

ょっと誤解で、いわば紳士協定みたいなところ

があったんですけれども、もうそろそろいいじ

ゃないの、といっていただいてもいいと私は思

っているんです。 
ただ、弟が、自由にいろんなことをしゃべる

かといったら、そうじゃないと思います。です

から、そういうところを配慮していただければ、

いくら取材していただいてもいい時期じゃな

いのかな、と私は思っています。 
弟は弟なりの考え方があるんです。要するに、

機密情報といっていいのかどうかわかりませ

んが、拉致問題に直接かかわるような情報につ

いては、一切口にしない、公言しないというこ

とはいっています。それは、公言した途端に、

その情報価値というものが喪失してしまう。価

値がゼロになってしまうので、それは政府が北

朝鮮と交渉するうえで、その情報を使うのが最

も有効な方法である、という彼なりの考えを持

っております。ですから、そういうことを聞き

出そうとされても、彼は決していわないと思い

ます。 
また、北朝鮮でどういう暮らしをしていたか

とか、いま日本でどういう生活をしているんだ

とかというのを報道してもらって、何になるん

だというのがうちの弟の言い分でもあるので

す。「そんなことを報道されると、また、毎日
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順調にやっていて、うまくいっているなんてい

うと、あいつら税金でうまくやってやがってと

いう話になるから、おれ、やだよ」というのが

弟の言い分なんですね。 
だから、弟としては、帰ってきた５人の存在

と、それから５人の頭の中に何があるかという

ことは、これは北朝鮮側に対してはあいまいに

していたほうがいいんだ、という考えなのです。

あいまいにすることによって、要するに北朝鮮

に対抗できるだけの有効な情報源になるんだ、

と。それをすべて暴露というか、すべてしゃべ

ってしまったら、あいつらあの程度かと思われ

てしまう。だから、あいつら何考えているのか、

何を知っていて、何を知らないのかということ

をあいまいにしておくのは、北朝鮮対策として

ベストだということをいっています。だから、

おれは公言はしない、と。 
だったら、メディアの皆さんの前で、そのお

まえの考え方をいえと、私はいうんですけれど

も、それもなかなかかなわない。 
例えば１０・１５とか、９・１７とかのコメ

ントとかいわれると、偉そうに紙で書いて記者

クラブあてに投げ込んだりするので、「おまえ

ら皇室か！」といって、大げんかしたことがあ

るんですけれども、少しずつであれば、弟も考

えると思います。どっと取材依頼が入ると、彼

も働いておりますので、嫌だといい出すかもし

れませんが。 
一番いい方法は「もうそろそろどうでしょう。

節度あるお願いというものをずっと重視して

きたので、そういう枠組みはもう撤廃してもよ

ろしいんじゃないですか」というような提案を、

新聞協会さんや、民放連さん、あるいは雑誌協

会さんからしていただくというのは一つの方

法かなというふうに考えております。 
 
司会 どうもありがとうございました。 
クラブのゲストブックにお名前と言葉を残

していただきましたけれど、「早く拉致被害者

に人権を」とお書きになりました。きょうのお

話がまさにそれだったというふうに思ってい

ます。 

これからもよいご本を書かれるように、クラ

ブから記念のボールペンをお贈りしたいと思

います。どうもきょうはありがとうございまし

た。 
 

（文責・編集部） 


